
































































Fig..3に測定結果の一例を示す｡(a)は10mAで放電 したときのダイオー ドレー ザー光の吸
収を表わしたものであり,(b)はCO2 レーザ-ON,OFF での変化分のみを示す二重共鳴信
号で(耕ま増加を(-)は減少を表わしている｡CO2 レーザ-照射による(00 01)準位の分子数の
減少の影響がレーザー発振に直接関与しない (01′1), (00 02)準位にもおよび吸収の減少が
観測された｡このことは (01′1), (00 02)準位が共にレーザー上準位 (00 01)と衝突による
強い couplingを持つためと考えられる｡
次にCO2分子の各振動 mode(yl,レ2,ソ3)内で成 り立っとされる modetemperaturemodel
に基づき,実験から得られた吸収強度比を用い, レ2mode(変角 ), y3mode(非対称伸縮)
の振動温度 T2,T3を算出した｡ここで 〝lmode(対称伸縮 )とy2mOde との結合は強いた
めにTl=T2とおくことができる｡Fig･4にレーザー上準位と結合 しているより高 い振動準
位について求めた r2, r3の電流依存性を示す｡r2, r3共に電流の増加に従って上昇 してい
るが,T3はT2に比べはるかに高い温度を維持 している｡これは リ3rnOde内に強い couphng
があることを示唆している｡レーザーを照射するとT2,T3とも減少している｡このことはT3










































池 崎 吉 和
低エネルギー (今回はE.≦9keV)のLi十をNeに衝突させると,準分子状態を形成し,そ1
の間に電子昇位が起こり,Ne**1S22S22p4｡ln′1′の2電子励起状態が主に生ずる｡この励
起状態は,ある寿命の後に,電子を1つ放出して崩壊する｡今回その放出電子のエネルギー分
析をして,その励起断面積を測定した｡
Fig.1は得られたスペクトルである｡閉殻どうしの衝突なので始状態はil'であり,生ずる
励起状態は Wignerのスピン保存則によりSinglet状態である｡a,e,fのピー クについて放
出電子の角度分布を測定し微分断面積,積分断面積を求めた｡a(1D)3S21Dにっいては角度
分布を詳細に調べた｡尚yig.1のピークの同定は Andersenらによったlo)
断面積の絶対値は,電子のNeによる弾性散乱の断面積2)と比較することにより決定した｡
そのために電子とLiイオンをNeに一緒に衝突させる同時衝突を行った｡ (Fig.2)
Fig.3-8は得られた微分断面積 (DCS)である｡角度分布は900対称をなしている｡ d
の分布はほぼ等方的である｡またaの分布は,衝突エネルギーの変化によりその形が大きく変
化している｡これは衝突エネ/レギーによって励起の起こりやすいイオンの散乱角が変わり,分
子軸とビーム軸となす角度が変化するために起こる｡
図中の実線は北里大学小池博氏の理論により
du/dB-(ot/4打)tl･PP2(cosO)I,p-告去JPZ(cosO)dO
･t:全断面積 ㊥:重心系での散乱角
としてフィッティングをしたものである｡Fig.11にそのときのPの変化を示した｡高エネ/レ
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